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1 はじめに

時間領域有限要素法 (TDFEM) に適用可能な高次の吸収境界条件 (ABC) としては、Givoli-Neta-

Patlashenko の高次境界条件がある。彼らの高次 ABC は伝搬波のみを扱っており、エバネセント波は吸

収できない。また、境界上は同じ媒質であるとして定式化している。ここではエバネセント波も扱えるように

し、境界上に複数の媒質がある場合（例えば誘電体スラブ導波路）にも適用できるように定式化する。

2 高次 ABC

媒質も考慮した境界上の線要素内支配方程式は、
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3 マトリクス

弱形式で使用するマトリクスを定義しておく。
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したがって、
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9 まとめ

境界上に複数の媒質があり、伝搬波とエバネセント波が両方ある場合を考慮した時間領域 FEM の高次

ABCを定式化した。なお、周波数領域 FEMについても
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